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研究成果の概要（和文）：本研究では、子どもの会話データに基づき、子どものコミュニケーション行動の発達
過程について、特に会話分析・談話分析の手法により明らかにした。子供のコミュニケーション行動を多角的に
分析するために、多様な場面の子ども中心の会話データ50時間を映像まで含めて収集し、形態論情報などを付与
して研究に活用した。2024年度中にコーパスを一般公開するために、匿名化の処理なども研究期間中に実施し
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed the developmental process of children's 
communicative behaviour based on their conversation data, emplying conversation and discourse 
analysis techniques. To capture children's communicative behaviour from multiple perspectives, we 
collected 50 hours of conversation data across diverse situations including video recordings, and 
annotated morphological and other information. Additionally, anonymization procedures were 
implemented during the study to facilitate the publication of the corpus in 2024.

研究分野：コーパス言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の最大の社会的・学術的貢献は、研究のために収集・整備した子ども会話データをコーパスとして一般公
開する点に見出すことができる。従来の研究では、母子間会話が対象されることが多かった。しかし本研究で
は、日常生活における多様な場面・多様な相手との会話を収集し、動画付き子ども会話コーパスとして2024年度
中に公開する。代表者が構築に携った成人中心の日常会話コーパスと接続させることで、コミュニケーションを
含む言語の発達・変化の過程を、子どもから高齢者まで長期に渡り実証的に研究できる基盤を整備することがで
きた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
従来、乳幼児を含む子どもの言語行動に関する研究が数多く行われてきたが、国内での研究の
中心は音声や語彙、文法面での発達過程であり、コミュニケーションに着目した研究の層は薄い
という問題があった。しかしコミュニケーションに問題を抱える子どもが社会問題となり、その
早期発見と対応が求められる中、子どものコミュニケーション研究を広く展開させることが、学
問的・社会的に強く求められるようになってきた。子どもの言語研究では、養育者、特に母親の
子どもに対する影響が強いことから、従来は家庭での母子間会話が研究の対象とされることが
多かった。しかし成長するにつれ、友達や保育園の先生との会話といったように、多様な場面・
相手との会話が重要となる。現実のコミュニケーション行動を多角的に分析するには、子どもの
社会を広くとらえたデータに根ざし、相手や場面なども考慮した上で、その発達過程を多角的な
観点から解明することが求められる。 
 
２．研究の目的 
 
こうした研究を推進するために必要となるのが、子どもの言語行動を記録したコーパスであ
る。これまで CHILDES を中心に子どものデータの記録と共有化が積極的に進められてきた。
しかし既公開データの大半は音声と文字化テキストであり、映像まで含めて公開されているも
のはほとんど存在しない。コミュニケーション行動に関する研究を今後広く活性化させるには、
多様な場面・相手との映像データまで含めたコーパスの共有化が不可欠である。そこで本研究で
は、子どもを中心とする家庭を含む多様な場面・相手との会話を収録した上で、子どものコミュ
ニケーション行動の発達過程を明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
子どものいる調査協力世帯 7世帯 10児を対象に、日常場面
の会話を収録した。収録のために集められた状況での会話で
はなく、日常場面の中で自然に生じる会話を対象とするため
に、収録には研究者は立会わず調査協力世帯に収録を依頼し
た。またコミュニケーション行動を広く研究できるようにす
るために、音声データだけでなく動画データも記録した。更に
家族との会話だけでなく祖父母や友人など多様な場面におけ
る多様な話者との会話をできるだけ収録するよう依頼した。
収録したデータの中からデータの質や多様性などを考慮して
50 時間を選定し、データ整備を行った。こうして整備したデ
ータだけでなく、成人中心だが子どものデータも含む『日本語
日常会話コーパス』（代表者が中心となり構築・公開した動画
付きの 200 時間の会話コーパス）や各分担者が独自に収集し
た子どものデータも活用して研究を進めた。     

図 1 収録の様子 
 
４．研究成果 
 
(1)整備した 50 時間のデータは、
2024 年度中に『子ども版日本語日常
会話コーパス』モニター版として公
開する計画である。規模について
は、159 セッション、228 会話、延べ
話者数 544 名、異なり話者数 60 名
である。コーパスとしては、動画デ
ータ、音声データ、文字化テキスト、 
発話単位情報、形態論(短単位)情
報、レイアウト図、会話・話者に関
するメタ情報を公開するとともに、
形態論情報についてオンライン検
索システム「中納言」でも公開する。 
図 2は、対象児の月齢別にみた 発話
単位長（語数）の推移である。月齢が

図 2 月齢別にみた発話単位長（語数）の推移 



上がるにつれ、長い（語数の多い）発
話単位を発話できるようになってい
ることが見てとれる。また図 3は月齢
別にみた平均モーラ長の推移である。
成長するにつれモーラ長が短く、つま
り、速く発話できるようになっている
ことが分かる。形態論情報や発話単位
情報などのアノテーションが整備さ
れたことで、こうした分析を容易に行
うことのできるようになった。動画付
きの大規模な子ども会話コーパスの
公開はこれまでに例がなく、子どもの
言語コミュニケーション行動を実証
的に研究できる基盤として活用され
ることが期待される。 
こうして整備したコーパスや既存のコーパス・データを活用して次の研究を行った。 
(2)日本語を母語とする幼児が助詞の「は」を使用しはじめた時期を焦点として、その時期に頻
繁に用いられる[NP(名詞句)+は？]という形式の発話を会話分析的に分析した。その結果、[NP+
は？]型ターンの多用は、幼児が、NPの指示対象をめぐって養育者とのやりとりを展開し、自身
を取り巻く日常世界についての理解を獲得するための極めて有効な手続きであることを明らか
にした。さらに、このような子どもの「は」の使用の分析を踏まえることによって、従来「トピ
ックマーカー」と呼ばれてきた助詞の「は」の本質は、「は」が付加された名詞（句）の指示対
象を今ここの状況に関連づけて理解せよという話者のスタンスを標示するものであることがわ
かった。 
(3)特定の構文に着目した研究では、受益構文「…てあげる」の使用を社会的関係に関わる言語
社会化として論じ、大人同士の会話における同構文の使用状況との比較も行った論文を Journal 
of Pragmatics 誌の特集号内で出版した。家庭内において受益構文「…てあげる」はしばしば養
育者（親）が年長の子どもに対し、年少の子どもにおもちゃを使わせることを指示する（「貸し
てあげて」等）場面で用いられ、年長者が年少者に対して優しく寛容に振る舞うべきという規範
の教示でありつつ、同時に年長の子どもの動作主性を尊重するものであることを指摘した。 
(4)家庭内宗教儀礼における言語社会化について、国際語用論学会での発表ののち、Research on 
Children and Social Interaction の特集号に寄稿した。年に一度しか行われない儀礼では、大
人も儀礼内の行動について指示を受けるが、子どもに対する指示と大人に対する指示はスタイ
ルの体系的な違いのほか、参与枠組みの利用や、身体的接触の有無等についても異なり、言語社
会化における聞き手配慮の例として記述した。また、宗教的権威者である神職だけでなく、一般
人である大人の参加者も子どもへの指示や肯定的評価という形での参加が見られ、言語社会化
が複数の主体により協働的に行われているということを論じた。 
(5)保護者と、その保護の対象として扱われる子どもの間では、頻繁に「依頼」「勧誘」「指示」
など、日常生活の具体的な必要性に基づく「要求」やそれを「受け入れる」「断る」やり取りが
頻繁に交わされる。ここで要求が受け入れられなかった場合に、保護者と子どもの間ではやり取
りがどのように展開し、どのように意見の調整がなされているのかについて分析を行った。その
結果、一度要求に拒否が返された後には、さらに要求、拒否が複数回連なり、両者の希望が平行
線をたどる様子が観察された。このような局面で、保護者と子どものそれぞれは、代案提示や遊
びのフレームの利用などといった方略を用い、やり取りに変化を生じさせ、意見の調整を進行、
収束に向かうよう働きかけていることを指摘した。 
(6)幼い子ども同士が話し合いに取り組む際の課題の一つは、意見を述べるためにその機会であ
る発話順番を取得することである。幼稚園において子どもたちが多人数で話し合いを行う場面
の観察を通して、子どもたちが発話順番の取得、維持、また産出する発話を他の参与者に聞いて
もらうことに向けて、どのような振る舞いを行っているのかについて記述を行った。その結果、
子どもたちは順番取得と同時に意見を述べるのではなく、一旦発声をして他者の注意を獲得し
たり、この直後に意見を述べることのみを予告することによって意見の内容を先送りし、その上
で改めて意見を述べる様子が観察された。これは大人も用いていることが指摘されている、発話
順番確保のための合理的なストラテジーである。これらのストラテジーを使った子どもたちが
結果的に発話順番の確保に成功しているとは限らなかったものの、子どもたちは幼稚園でのこ
のような活動を通して、相互行為上のストラテジーとそれに対する対応について学んでいるこ
とが示唆された。 
 

図 3  月齢別にみた平均モーラ長の推移 
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